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(1) 動機：幼児期の身体活動の多くは遊びという形で

行われている．この時期に遊びを中心とする身体

活動を十分行うことは心身の発育・発達，生涯にわ

たる健康習慣の基盤になるため重要である．しかし

遊び場の減少，外遊びからテレビ・ゲームへの遊

びの変化等，幼児の身体活動量はすでに減少し

ており，低い身体活動量は肥満割合を上昇させる

ことが指摘されている．一方，幼児の身体活動は居

住する地域環境の影響を受けうる．本研究では，

地域特性と幼児の身体活動および肥満との関連に

ついて検討した． 
(2) 方法：山形県 A 市内にある全保育施設（34 園）に

通園する 3～6 歳の幼児の親を対象とし自記式質

問紙調査を行った．幼児の身体活動は週 1 日あた

りの外遊び時間とテレビ視聴時間（平日・休日別に

1 日に外で遊ぶ平均的な時間とテレビ・ビデオ・ゲ

ーム等をみる（する）平均的な時間から算出），幼児

の肥満は身長と体重からは BMI（kg/m2）を算出し，

国際基準の性・年齢別カットオフ値（18 歳での BMI 
25 に相当）で判定した．居住地域はボロノイ図に従

った保育施設の通園圏とした．地域環境特性指標

として道路総延長（/km2），土地利用構成比（住宅

用地，農用地，森林等），都市公園数（/km2），6 歳

未満世帯員のいる一般世帯密度（/km2）等をそれ

ぞれ中央値で 2 区分した（図 1）． 
(3) 結果：幼児の外遊び時間は平均 1.7（SD 0.9）時間，

テレビ視聴時間は 2.1（1.1）時間であった．通園圏の

各指標の高低で地域特性を区分し比較した結果，

道路総延長距離が短い地域の幼児は長い地域の

幼児に比べ，外遊び時間は長かったもののテレビ

視聴時間がともに長く，肥満の割合が高かった．こ

の関連は住宅用地の構成比が低い地域と高い地域

でも同様であり，住宅用地の構成比が低い地域は

外遊び時間，テレビ視聴時間がともに長く，肥満割

合が高かった．農用地または森林の構成比が高い

地域の幼児は低い地域の幼児に比べ外遊び時間

は長く，テレビ視聴時間に違いはなかったが肥満割

合は高かった．その他の地域特性と幼児の身体活

動および肥満との関連はみられなかった．幼児の身

体活動ならびに肥満状況は地域特性により異なるこ

とが示され，居住地域環境の影響を受けていること

が示唆された．地域特性に応じた対策を検討する

ため，今後さらなる検討が必要である． 
(4) 使用したデータ： 

・ 「国土数値情報 都市公園データ」 
・ 「数値地図 25000(空間データ基盤)」 
・ 「国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ」 
・ 「平成 17 年国勢調査（小地域集計）」 
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「居住地域環境が日常身体活動・行動に及ぼす影

響に関する調査研究」（研究代表者：李廷秀）の一

部として行った． 
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図 1：通園圏の地域環境特性指標（上段は地域指標が高いこと, 下段は地域指標が低いことを示す） 


